
先月末、大寒波の到来で、電車が止まってしまう程の大雪に見舞われました。積雪による交通への影響を考

慮して、診療開始時間を遅らせたり、予約の変更をお願いしたりと、皆様にご迷惑をおかけしましたこと、誠

に申し訳ありませんでした。皆様のご協力のもとに、大雪を乗り切ることが出来き、ありがとうございました。 

数年前に購入してからずっと箱詰めされていた新品の雪かきスコップ（２種類）を開封して、久しぶりの雪

かきに励んでみました。恥ずかしながら、年齢のせいか、いや運動不足のせいで、雪かきによる筋肉痛や疲労

がまだ体に残っています。皆様は、大雪の日は大丈夫でしたでしょうか。こんにちは、院長の喜多です。 

雪かきスコップにも、使用する目的により、幾つかの形状、種類があるようです。今回初めて使用したもの

の一つは、「スノーダンプ」と呼ばれ、大量の雪を一度にまとめて押して運ぶことが出来ました。もう一つのも

のは、結構横幅が広く容量の多い「ラッセル」というものでした。これらの新兵器の登場で、これまでよりも

短時間で駐車場や玄関前の道を除雪することが出来ました。腕が疲れてきたら、小型の軽量スコップに替えて

除雪作業を続けていました。凍って硬くなった雪は、金属製のスコップで割りました。水分が多い雪には、穴

が空いたものが使いやすいそうです。雪国のような積雪量で、除雪する面積が広い場合には、除雪機が使われ

ますが、その動力源には電気と燃料とがあります。積雪量が比較的少ない場合には、ブレードで雪を押して除

雪するローダー式除雪機が適しているようです。また 25cm を超えるような積雪の場合には、かき集めた雪

を飛ばして除雪するロータリー式除雪機が適しているそうです。除雪の際には、集めた雪をどこへ運ぶのかが

悩みどころです。川などの捨てる場所がなければ、日当たりのよい場所を探さなくてはなりません。 

学生時代の札幌で、見様見真似の下手な雪かきをしていましたが、「雪かきは無駄な力を入れないんだよ」

と大家さんが助言されていたことを思い出します。上手に力を使わないと、長時間の雪かきが出来ません。 

２月は一年で最も寒い時期ですので、もしかしたらこれからも大雪が降るかもしれません。雪かきに耐えら

れるように、コロナ渦で鈍ってしまった体を鍛え直すため、お出かけで歩くことから再開したいと思います。 
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